














































































































































































































































































































































































































































































































は社会である。その系譜は Durkheim や Radcliffe-Brown である。前者は、Tylor や Boas の流れを汲むとい
う。Mair, L., An Introduction to Social Anthropology, Oxford, 1972, pp.8-9.また、Leach, E., Social Anthropology,
Glasgow, 1982. p.24ff において社会人類学、p.37ffにおいて文化人類学の説明がなされている。
4)　Gehlen は、ここでアメリカの文化人類学が現代人の生活の本質をどのように示したかを語っているのでな
く、この学問の方法が今日の高度な社会にも適用できるのだと言っていることに注目しなくてはならない。














6)　以下についての説明は、Gehlen, a.a. O., S.13-14の内容を示す。
7)　例えば、Rothacker, E., : Philosophische Anthropologie, Bonn, 1966, S.7-27.





スの傾向をもつ生物学者には誤りだとされると言われる。これについて Schmidt, H. : Philosophisches
Wörterbuch, Stuttgart, 1978, S. 709.
9)　Gehlen, a.a. O., S.15.




11) Gehlen, a.a. O., S.15.
12) Rothacker, a.a. O., S.111.
13) Gehlen, a.a. O., S.16-25の主旨について語られるのであるが、ここではとくに、S.17-19を中心にする。


















16) 例えば、Rosenkranz, H., Soziale Betriebsorganisation, München / Basel, 1973, S.15においても、Gehlenの説明を
引用する。






F., : Soziologie, Berlin / New York, 1979, S.29-33.
19) Gehlen, a.a. O., S.21-23について語られる。
20) 「巣」は Nest のことであるが、これはある小さい領域・部分のことを表現しているものと考えることもで
きる。
21) 例えば、Goodenough, W. H., : Description and Comparison in Cultural Anthropology, Cambridge, 1970, p.68 ff に
おいては、sibling and cousin の題名のもとに扱われている。しかし、この用語は統一的な使用法があるわ
けでなく、例えばKluth, H. : Soziologie der Grozbetriebe, Stuttgart, 1968. S.18-19において、個人の、計画的な、
少なくとも傾向的には合理的な調整であり、更に言えば、一定の目的を達成するための行為単位の調整と
いうように説明されている。





23) とくに Gehlen, a.a. O., S.23.
24) 以下について、Gehlen, a.a. O., S.23-25に関して語られる。









27) 以下については、とくに Gehlen, a.a. O., S.70-71.
28) 以下については、Rothacker, a.a. O., S.46-47.
（2002年９月26日受理）
